
災害時のペッ ト の避難　 2016年熊本地震での様子

ペッ ト 同室避難　 人と 動物が同じ 安全な室内に避難でき る避難所

(1 )こ こ はペッ ト 連れ専用の人の避難所でし た。  

廃校になっ た学校を利用し ています。  

各教室の中を１ 家族ずつ仕切り 、  

人も ペッ ト も 同じ 空間で生活をしていまし た。

(2 )建物のロビーです。 １ 家族ずつダンボールで仕切り 、

その中でペッ ト 連れの人は生活をし ていまし た。  

建物内の他の場所は、 人間だけの家族の人たちが生活

をしていまし た。

ペッ ト 同行・ 同伴避難　 人と 動物が別々のスペースで避難する避難所

(3 )避難所になっ た体育館のベラ ンダです。  

飼い主さ んは体育館の中で生活をしています。  

余震が続く 中、 知ら ないペッ ト 同士で生活をする

ため、 スト レスでペッ ト 同士の争いが起きていま

し た。

(4 )こ こ はペッ ト と 室内に入るこ と ができ

ない避難所です。 ペッ ト 連れの人は建物の

外にダンボールで囲っ たスペースを作り 、

避難していまし た。

(5 )避難所にペッ ト を連れていけないため、 倒壊の

危険がある自宅の庭に小屋を作っています。  

飼い主さ んは避難所から お世話をし に通っていまし

た。

ペッ ト 不可　 ペッ ト の受け入れができない避難所

(6 )ペッ ト 連れに人は車中泊で避難生活を送る人が

多く いまし た。 こ の写真は、 車中泊の人がたく さ

んいる駐車場にテント を持ち込み、 そこ でペッ ト

と 生活をし ていまし た。



 
提案し たい避難所のかたち 

ペッ ト 同室避難 

動物アレルギーのある人、 動物が苦手な人へ配慮し て住み分けをする。

人と 動物が居住するスペース（ 同室避難） 人だけが居住するスペース

飼い主と ペッ ト 、 動物と 同室でも 良いと いう 人

たち。  

犬・ 猫・ その他小動物など、 動物の種類で居住

エリ アを分ける。  

（ 建物の構造や広さ により 作り 方は異なる）

動物アレルギーがある人、 動物と の同居を

望まない人たち。

避  難  所


